
1993年　 平成5 年
7/15あだち広報

第1010 号

● 発行/ 足立区　〒120 足立区千住1・4・18 　03( 3882) 1111㈹　編集/ 企画部広報課　FAX03( 3882) 6910

夏に読む
あだちを知る

区では、区の施策や歴史、自然等について
の刊行物を発行し、情報公開課・区政資料室
で販売しています。どれもあだちのエネルギ
ーが詰まったものばかり。あなたの夏の読書
の一冊にいかがですか。

足
立
区
(
2
0
0
0
円
)

第
三
次
基
本
計
画

2
0
1
0

年
に
お
け
る
区
の

将
来
像
を

と
き
め
き
、
ゆ
と

り
、
水
辺
の
ま
ち
足
立
」
と
定

め
た
恁
本
構
想
(
昨
年
策
宍戸

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
只
体

的
な
計
画
と
し
て
、
6
月
に
策

定
し
た
第
三
次
括
右
計
㈹
を
ま

と
め
た
も
の
。
全
ペ
ー
ジ
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
。
町
真
や
イ
ラ
ス
ト

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
近
い
将

来
の
区
の
妛
を
描
い
て
い
る

。

絵で見る年表

足立風土記
( 4000 円)

原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
咀
ぺ
の
歴
史

を
纐
呵

桧
や
り

を
数
多
く
使
い
、

年
表
の
他
、
随
所
に
興
味
深
い
コ
ラ
ム

長
座
王
も
食
べ
た
?
足
亡

の
蓮
の
実
等
)
が
あ
る
。
耻

立
の
歴
史
を
知
る
参
考
潛
と

し
て
、
ま
た
読
み
物
と
し
て

も
充
実
の
一
岬

アダチ・

ビート
( 500円)

ま
ち
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
、
趣
味
を
大
切
に
し
て
い
る
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
人
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
活
動

を
、
区
の
昔
手
職
い
が
体
肖
た
り
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
ま
と
め
た
、
新

し
い
試
み
の
一
冊
弌
足
立
に
は
マ
マ
チ
ャ
リ
ラ
イ
ダ
ー
が
な
ぜ
多
い
」等
、

素
頻
の
咀
立
に
会
え
る
。

川
の
生
き
も
の

(
9
0
0

円
)

隴
川
に
残
さ
れ
た
な
原
に
す
む
勣
碵

物
約
8
0
0

和
を
美
し
い
イ
ラ
ス
ト
で

紹
介
。自
然
観
察
の
逎
し
る

べ
に
な
る
「ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ガ
イ
ド
」も
掲
鵞
「タ
ン
ポ

ポ
や
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
に
靦
る
川
原
の
国
際
化
」

等
、生
き
も
の
の
不
思
農
な

世
皆
を
つ
づ
り
な
が
ら
、自

然
保
¥
の
大
切
さ
を
誚
り
か

け
る
。

足立区文化財地図
( 100円)

1
0
0
項
目
も
の
文
皀
財
の
場
所
と
交
通

策
内
が
一
目
で
わ
か
る
。史
跡
め
ぐ
り
の
お
供

に
ど
う
ぞ
。

足立の歴史
( 600円)

足立の史話
( 400 円)

足
立
の
歴
史
/
新
書
判
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
中
に
足
立
の
。歴
史
を

き
っ
ち
り
紹
介
。「
弘
法
大
師
荒
川
を
渡
る
」等
、
巷
末
の
咀
立
の

じ
記
も
興
味
深
い
。

足
立
の
史
話
/
旧
日
光
街
滔
滔
い
に
残
る

史
跡
を
た
ど
り
、
ま
つ
わ
る
謡
を
脚
で
集
め
た
も
の
。
千
庄
大
僑

か
ら
水
神
橋
ま
で

、実
際
に
襤
い
た
よ
う
な
読
後
感
が
得
ら
れ
る
。

足立区地域保健福祉計画
( 1, 500 円)

2
0
0
0

年
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
区

が
取
り
組
む
保
健
・
福
祉
の
口
体
的
な
計

晰
を
わ
か
り
や
す
く
紹
代
「
区
民
の
す
べ

て
が
、
地
域
で
安
ふ
し
て
健
康
で
暮
ら
す

こ
と
が
出
来
る
ま
ち
咀
こ
・
を
目
指
す
こ

と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。

足
立
百
の

語
り
伝
え
(
1
5
0
0円
)

続
足
立
の
語
り
伝
え

六
十
六
話
(
1
0
0
0円
)

ふるさとの曹の 様子や 、祖先
の生 活の ありyJ・を 知 る11 で。
r訥1爿云えj は肖重なもの。お
もしろ いも の、しんみりし たも
の、様々な話 が、親子で 一緒に
読んでみてはっ

衆
議
院
議
員
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
日
は
7
月
1
8日
(
日
)
で
す
。

投
票
時
間
―
午
前
7
時
～
午
後
6

時

間
先
9
選
挙
管
理
委
員
会

さ
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
(

代
)

区
政
資
料
室
で
は

、
他
に
数
多
く
の

刊
行
物
を
販
売
し
て
い
ま
す

。
(表
1
)

。

塲
・
問
先
9

千
住
木
庁
心
。∵

情
報
公
間

諜

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

中
央
本
町
7
舎
・
吶
報
公
開
課
分
室

゛
(
3
8
8
0
)
5
0
0
1

表1 主な有償刊行物一覧
見
沼
代
親
水
ま
つ
り

夏
の
見
昭
代
覡
水
公
園
が
あ
な
た
を

侍
っ
て
い
ま
す
、
水
と
緑
に
親
し
み
、

楽
し
く
遊
び
ま
し
よ
气

新
し
い
池
も

出
来
ま
し
た
。
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

日
時
=
7
月
2
5
囗
(
囗
)
、
y
的
9
時

3
0分
I
午
後
2
時

場
所
卜
E叺
沼

代
喫
水
公
園

問
先
-
兒
沼
代
覡

水
ま
つ
り
実
行
委
凵
八
匸

水
と
縁

の
公
社
内
)

{
?
3
8
3
旦
8
1
2
6
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くらしの情報

千住本庁舎 へのお問い 合わせは… …

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

そ れぞれの電 話番 号へ。

国

保

国
民
健
康
保
険
料

納
入
通
知
書

2
1日
に
お
送
り
し
ま
す

平
成
5

年
度
の
住
民
税
の
確
定
に
伴

い
、
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
が
決

ま
り
奔
」‥
)た
。保
険
料
決
定
通
知
S

と
、
7

月
～
9

月
分
納
付
S

お
よ
び
一
括
払

込
用
(

全
納
用
)

納
付
S

を
、
7

月
I
(一

日
に
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
5

年
度
住
民
税
が
確
定
し
て

い
な
い
方

(
申
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合
な
ど
)
は
、

平
成
4

年
度
の
住
民
税
に
基
づ
い
て

計

算
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
ぷ
7

な
方
に

は
。
今
年
度
の
住
民
税
が
確
定
し
た
時

点
で

、
正
し
い
保
険
料
に
変
更
し
た
納

入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
料
の
納
期
限
は

毎
月
末
日
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
ぶ
7

お
願
い
し

ま
す
。
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
資

格
賦
課
係

・
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

年

金

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

国
民
年
金
の
仕
組
み
や
手
続
き
、
保

険
料
の
支
払
い
方
法
な
ど
、
さ
ま
が
歪

な
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。
両
日
と
も

足
立
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
担
当
官

も
参
加
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
日
時
等
=
表
1
の
と
お
り

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

`
″
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表1 出張相談日程保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
い
で

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
事
情
や
病
気
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
忝
な
い
方

に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
印
か
ん
と
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付

一
を
持
参
し
、
国
民
年
金
課
‘
'是
は
、

お
近
く
の
区
民
事
務
所
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
学
生
の
方
で
免
除
を
希
葷
す

る
場
合
は
、
必
要
畜
類
が
異
ひ
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

福

祉

障
害
者
世
帯
・

ひ
と
り
親
世
帯
の
方
の

住
み
替
え
家
質
助
成

区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い

で
障
害
者
が
い
る
世
帯
、
お
よ
び
ひ
と

り
親
世
帯
の
方
が
、
取
り
壊
し
に
よ
り

立
ち
退
き
夲
求
め
ら
れ
た
變
R

転
居

後
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
等
と
の
差

額
の
一
部
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
―
後
に
定
め
る
叫
害
者
世
帯
劣
た

は
ひ
と
り
親
世
帯
/
区
内
に
1
年
以
上

居
住
し
て
い
る
/
生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
/
経
済
的
に
独
立
し
て
日
常
生

活
を
営
め
る
/
所
屏
が
基
準
額
(
表
2
)

の
範
囲
内
で
あ
る
/
取
り
塀
し
に
関
す

る
家
主
の
証
明
が
提
出
で
き
る

マ
障
害
者
世
帯
=
身
体
障
害
者
手
帳
1

～
4
級
、
ま
た
は
愛
の
手
帳
1～
l
度

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
い
る
世
帯

▽
ひ
と
り
親
世
帯
よ
叭
に
該
当
す
る
1
8

歳
未
碼
(
1
8
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末

ま
で
)
の
児
竃
と
そ
の
父
ま
た
は
母
、

養
育
者
だ
け
で
構
成
す
る
世
帯
:
交
母

が
離
婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
/
父
ま

た
は
毋
が
生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に

1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た

は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
`
ぎ

れ
て
い
る
/

父
が
い
な
い
(

母
が
婚
姻

に
よ
ら
ず
懐
胎
し
た
児
童
で
父
に
認
知

さ
れ
て
い
な
い

内
容
り
▽
家
賃
・
:
「
転
居
後
家
声

と

「
家
賃
助
成
基
準
額
(
表
3
)

」
と
を
比

較
し
て
少
な
い
方
の
額
と
「
転
居
前
家

賃
」
と
の
差
額

マ
転
居
一
時
金
・
:
転
居
時
に
要
し
た
権

利
金
、
礼
金
、
仲
介
手
数
料
で
、
転
居

一
時
金
助
成
基
準
額
(

表
4
)

の
範
囲

内マ
契
約
更
新
料
・
:
家
賃
助
成
を
受
け
て

い
る
方
が
契
約
更
新
時
に
か
か
る
費
用

(家
賃
助
成
基
準
額
の
1

倍
を
限
度
)

申
込
=

次
の
も
の
を
痔
つ
て
窓
口
へ
/

転
居
前
住
宅
の
賃
貸
契
約
書
お
よ
び
家

賃
の
領
収
書
写
し
/

住
宅
取
り
壊
し
に

関
す
る
家
主
の
証
明
書
/

前
年
(
1

月
I
7

月
に
つ
い
て
は
前
々
年
)

の
所
叫

を
証
明
す
る
書
類
/

印
か
ん
/

障
害
者

世
帯
は
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の

手
帳
/
ひ

と
り
親
世
帯
は
戸
籍
謄
本
1

通
(

申
請
者
と
児
童
が
同
戸
籍
に
な
い

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
1

通
ず
つ
)

ま
た
は

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
証

申
・
問
先
=

障
害
者
世
帯
・
:

千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係
/

ひ
と
り

親
世
帯
・
:
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

表2 所 得基準額

表3 衣貫 助成基準額

表4 転居一時 金助成基準額

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
区
内
の
3
ヵ
所
の
保
育
園
で
は
、

経
験
豊
か
な
保
ほ
が
育
児
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し

め
乙
工
う
に
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話

お
よ
び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
1
1
9
1
2
3
)

…
毎
週
月
・
木
曜
日

昔
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
-
6
)

・・・毎
週
水
・
金
曜
日

豐
(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

・
:毎
週
火
・
土
曜
日

?
3
9
1
4
)
6
4
6
6

時
間
=
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5

時

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

生

活

環

境

開
発
行
為
許
可
申
請

手
数
料
が
改
定

さ
れ
ま
し
た

都
市
計
画
法
の
改
正
に
伴
っ
て
、
6

月
2
5日
か
ら
開
発
行
為
許
可
申
請
手
数

料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は

担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
開
発
指

導
係

教

育

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
縷
が
る
、
言
葉
が

遅
い
、
落
ち
善
き
が
な
い
な
ど
の
お
子

さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専

門
の
相
談
員
が
問
題
の
解
決
に
あ
た
り

ま
す
。

□
面
接
に
よ
る
相
談

区
内
3
ヵ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
=
毎
週
月
曜
日
逧
日
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
(
祝
日
を
薩
く
)

▽
教
育
研
究
所
教
育
相
談
室

さ
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

マ
綾
瀬
分
室
(
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
内
)

豐
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

マ
鹿
浜
分
室
(
北
鹿
浜
小
学
校
内
)

豐
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
に
よ
る
相
談

日
時
エ
毋
週
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前

9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

マ
教
育
研
兜
所

霤
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

舎
人
・
入
谷
地
区

の
住
居
表
示
を

8
月
1
日
か
ら

実
施
し
ま
す

区
で
は

、
昭
和
3
9
年
か
ら

「
住
居

表
示
に
関
す
る
法
律

」
に
基
づ
き

、

僅
居
表
示
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た

。
今
回
、
当
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご

協一
力
に
よ
り
次
の
対
象
地
区
が
8

月
1

日
か
ら
実
施
し
ま
す

。
こ
れ
で
区

内
の
約
9
5
%
の
地
域
が
実
施
済
み
と

な
り
ま
す
。

□
実
施
す
る
町
区
域

入
谷
一
丁
目
(
入
谷
町

、
舎
人
町

、

舎
人
一
丁
目
の
各
一
部
)
・
入

谷
二

丁
目
(

入
谷
町

、
舎
人
町

、
舎
人
一

丁
目
、
舎
人
五
丁
目
の
各
一
部
)
・
舎

人
一
丁
目
(
舎
人
一
丁
目
、
入
谷
町

、

舎
人
町

、
古
千
谷
四

丁
目
の

各
一

部
)
・
舎
人
五
丁
目
(

舎
人
五
丁
目

、

舎
人
二
丁
目

《
放
射
1
1一
号
線
西
側
部

分

》
、
入
谷
町
の
各
一
部
)
・
舎
人
四

丁
目
(

全
域
)

□
新
し
い
住
居
番
号

今
ま
で
の
住
所
は

、
町
名
と
土
地

の
地
番
(

番
号
)

を
便
っ
て
表
し
て

い
ま
し
た
が

、
新
し
い
住
居
表
示
で

は

、
町
の
道
路
等
で
区
回
さ
れ
た
街

区
と
各
戸
の
建
物
等
に
つ
け
た
住
居

番
号
を
組
み
合
わ
せ
て
○
○
町
○
丁

目
○
番
○
号
と
い
う
表
示
の
し
か
た

に
変
わ
り
ま
す

。

8
月
1

日
か
ら
は

、
新
し
い
住
居

番
号
を
お
使
い
く
だ
さ
い

。た
だ
し

、

町
名
が
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
啻
淮
い
て

本
籍
地
や
土
地
の
地
番
(

番
地
)

は

現
在
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん

。な
お

、

土
地
区
画
整
理
地
区
内
は
換
地
処
分

に
よ
っ
て
変
わ
る
予
定
で
す
。

□
表
示
板
の
取
り
付
け

町
の
街
区
の
角
に
街
区
表
示
板
を

付
け
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭
や
お
店

等
は
戸
番
艨
(
緑
色
の
プ
レ
ー
ト
板
)

を
7
月
中
に
そ
れ
ぞ
れ
取
り
付
け
ま

す
の
で
ご
S
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、「
住
居
番
号
通
知
譱
」と
プ
レ

ー
ト
の
番
号
が
違
っ
て
い
た
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
実
施
後
の
住
所
変
更
手
続
き

▽
区
で
書
き
換
え
る
も
の

戸
籍
簿
、住
民
票
、印
鑑
登
録
簿
、

選
挙
人
名
簿
等
の
公
簿
は
自
動
的
に

書
き
換
え
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
。
国

保
の
被
保
険
者
証
は
新
住
所
に
直
し
8

月
中
に
送
付
し
ま
す
。

Σ

」本
人
が
S
き
換
え
る
も
の

登
記
簿
上
の
土
地
、
建
物
所
有
者

の
住
所
や
会
社
等
の
所
在
地
。
代
表

者
の
住
所
変
更
は
本
人
の
申
請
で
匱

し
ま
す
の
で
所
管
の
登
記
所
へ
お
届

け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は
法

務
局
城
北
出
張
所
。
舎
人
区
民
事
務

所
、
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担

当
に
用
意
し
て
あ
n
ま
す
。
ま
た
。

各
種
の
許
可
証
、
免
許
証
等
を
お
持

ち
の
方
は
、
各
発
行
先
へ
お
届
け
く

だ
さ
い

。

マ
運
転
免
許
証
書
き
換
え
に
つ
い
て

西
新
井
薯
察
が
出
張
し
受
け
付
け

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
等
=
8
月
8
日
百
)
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時
、
舎
人
セ
ン
タ
ー
3

階
会
議
室

日
時
等
=
8
月
1
5
日
(
日
)
、午
前
9

時
～
午
後
4
時
、舎
人
水
川
神
社
社

務
所

□
住
居
表
示
変
更
証
明
書
の
発
行
　

今
回
の
実
施
区
域
内
で
、
登
記
、

営
業
許
可
書
、
自
動
車
の
車
検
証
等

庄
所
変
更
の
必
要
な
方
に
は
。8
月
2

日
か
ら
無
料
で
発
行
し
ま
す
。
中

央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当
ま
た

は
区
民
事
務
所
ま
で

「
住
居
番
号
通

知
書
」
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ

い

。
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居

表
示
担
当

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

住居表示実施区岐略図
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保
健
・
衛
生

食
と
健
康

教
室
(
2
日
制
)

「
夏
こ
そ
ダ
イ
エ
ッ
ト

」

日
時
1
7
月
2
8
・
3
0
日
、午
後
1
時
3
0

分
y
3
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在
住
の

方

内
容
=
体
重
を
減
ら
し
た
い
方

今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す

マ
ー
日
目
・
:
1

ヵ
月
で
2
㎏
や
せ
る
食
事
(
ふ
だ
ん
使

っ
て
い
る
ご
飯
茶
わ
ん
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
)

▽
2
日
目
・
:お
腹
の
脂
肪

を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る
運
動

定
員
=
2
0

人

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

塲
・
申
・
問
先
彑
果
和
保
健
相
談
所

゛
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

保
健
所

夏
季
セ
ミ
ナ
ー

「
若
い
あ
な
た
と
エ
イ
ズ
」

日
時
=
7
月
2
9
・
3
0
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
(
2
日
制
)
対
象
=

中
・
高
校
生
内
容
0
エ
イ
ズ
最
新
情

報
と
正
し
い
知
識
、自
分
の
か
ら
だ
と

こ
こ
ろ
を
考
え
る
講
師
=
▽
1
日
目

・
:
中
村
清
純
(
千
住
保
健
所
専
門
参
事
)

マ
2
日
目
…
野
田
和
子
氏
(
H
I
V
と

人
権
陦
報
セ
ン
タ
ー
)
申
込
`
話

期
限
=
7

月
2
3
日

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食
生
活
講
演
会

「
骨
を
丈
夫
に
す
る

食
生
活
の
工
夫
」

日
時
=
7
月
2
1
日
(
水
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
午
後
3
時
3
0
分
対
象
―
骨
粗
し

ょ
う
症
の
気
に
な
る
方

内
容
=
カ
ル

シ
ウ
ム
を
上
手
に
取
り
入
れ
る
食
品
の

選
び
方
、
効
率
良
く
取
り
入
れ
る
暮
ら

し
の
ポ
イ
ン
ト

講
師
―
渡
辺
育
代

(管
理
栄
養
士
)

定
員
=
4
0人
(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

昔
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

楽
し
い
プ
ー
ル

い
よ
い
よ
プ
ー
ル
の
季
節
で
す
。
こ

の
時
期
は
プ
ー
ル
に
多
く
の
人
が
入
り

ま
す
。
お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽

し
い
ひ
冫
£
篆
逼
ご
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
必
ず
次
の

点
を
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
プ
ー
ル
に
入
る
前

マ
結
膜
炎
、
か
ぜ
な
ど
の
症
状
が
あ
る

人
は
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
入
る

▽

化
粧
や
整
髪
料
は
落
と
し
、
ヘ
ア
ー
キ

ャ
ッ
プ
を
か
ぷ
る

▽
シ
ャ
ワ
ー
で
体

豪
ぷ
く
洗
う

マ
準
備
体
操
を
し
て
か

ら
ゆ
っ
く
り
入
る

□
泳
い
で
い
る
と
き

▽
オ
イ
ル
や
ク
リ
ー
ム
を
塗
つ
た
ま
ま

プ
ー
ル
に
入
ら
な
い

マ
ブ
ー
ル
内
の

排
水
口
な
ど
の
ふ
た
を
さ
わ
ら
な
い

▽
1
時
間
に
1
回
は
プ
ー
ル
か
ら
上
か

っ
て
休
翆
T
る

□
泳
い
だ
あ
と

▽
体
は
シ
ャ
ワ
ー
で
よ
く
洗
い

目
や

囗
も
水
で
十
分
に
ゆ
す
ぐ

▽
ア
タ
マ

ジ
ラ
ミ
が
う
つ
る
原
因
に
も
な
る
の
で

タ
オ
ル
や
ブ
ラ
シ
の
貸
し
借
り
は
レ
な

い

(
足
立
・
千
住
保
健
所
)

海
外
旅
行
先
で
の

下
痢
に
注
意

夏
休
み
に
海
外
旅
行
へ
行
く
計
画
を

立
て
て
い
る
方
も
り
夕
旭
い
求
す
。

で
も
、
下
痢
に
な
る
と
旅
行
も
だ
い
な

し
で
す
。
下
図
は
、
昨
年
、
都
内
で
見

つ
か
っ
た
海
外
旅
行
者
か
ら
見
つ
か
っ

た
病
原
菌
の
数
で
す
。
延
べ
1
千
3
6の

病
原
菌
が
見
つ
か
り
、
多
い
も
の
は
病

原
大
腸
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
で
す
が
、

さ
ら
に
、
法
定
伝
染
訶
で
あ
る
赤
痢
菌

は
5
0人
か
ら
、
コ
レ
ラ
菌
咳
に一
人
か
ら

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
東
南
ア
ジ

ア
や
イ
ン
ド
方
面
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
今
年
も
タ
イ
か
ら
の
帰
国
者
に
コ

レ
ラ
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
ド
ー
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
新
型
の

コ
レ
ラ
菌
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
病
原
菌
は
熱

に
弱
い
の
で
、加
熱
し
た
も
の
を
食
べ
、

水
や
生
水
に
注
意
す
れ
ば
、
下
痢
は
か

な
り
防
げ
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

て
、
旅
行
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

(
衛
生
試
験
所
)

着外旅行耆より検出された婀● 菌
⊃レ ラ 繼

みんなの健康 足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中央本町保健相談所 　3880- 5351
千住本庁舎保健予防係 　3882- 1111㈹

選
挙豆知
識

得
票
に
1
票
未
満
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
?

選
挙
の
結
果
発
表

を
見
る
と
、
と
き
ど
き
侯
補
者
別
の

得
票
数
に
小
数
点
以
下
の
数
字
が
つ

い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
李
す
。
そ
れ

は
、
候
補
者
に
同
一
の
氏
名
、
氏
ま

た
は
名
の
侯
補
者
が
X
人
以
上
い
た

場
合
、
そ
の
氏
名
、
氏
ま
た
は
名
の

み
を
記
載
し
た
投
票
に
つ
い
て
、
選

挙
人
の
意
思
貴
君

べ
く
尊
重
す
る

趣
旨
か
ら

侯
補
者
の
誰
を
記
載
し

た
か
確
認
で
忝
な
い
と
し
て
無
効
と

す
る
の
で
は
な
く
。
当
該
候
補
者
の

そ
の
他
の
有
効
投
票
数
の
割
合
に
ら

じ
て
わ
け
て
い
る
か
ら
で
す
。こ
の

た
め
、
候
補
者
の
得
票
数
に
小
数
点

以
下
の
端
数
が
つ
い
て
い
る
の
で

す
。(

選
挙
管
理
委
員
会
》

第43回
社会を明る<

する運動
「区民の集い」

7 月27日

「
社
会
念
明
る
く
す
る
運
動
」は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
兔
-
わ
せ
て
犯
罪
の
な

い
社
会
を
築
こ
う
こ
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

7
月
は
強
調
月
間
と
し
て
関
係
機

関
、
地
域
住
民
が
連
携
し
た
全
国
的

な
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。区
で
は
、

こ
の
運
動
の
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
、

区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
少
年
の
非

行
防
止
と
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

づ
く
り
を
考
え
て
み
ぷ
p
と
「
区
民

の
集
い
」
を
開
催
」ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
毒
歹
。
日

時
=
7

月
2
7日
(
火
)
、
午
後
1
時

～
t
時
場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
　

(
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
)
内
容
=
▽
映
画
「
1
7
歳
の
は

ぱ
た
き
」
マ
区
内
中
学
生
非
行
防
止

標
語
優
秀
作
品
の
発
表
・
表
彰
▽
講

演
「
私
の
出
会
っ
た
娘
た
ち
」
講
師

小
倉
久
美
子
氏
(
愛
光
女
子
学
園
長
)

定
員
=
3
0
0
人
(
先
着
順
)
費
用
=
無

料
主
催
=
足
立
区
・
足
立
区
教
育

委
員
会
・
足
立
区
保
護
司
会
・
足
立

区
更
生
保
護
婦
人
会
・
足
立
区
保
護

観
察
協
会
・
足
立
区
B
B
&
会
問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
8
月
1
日
　

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
(
雨

天
の
場
合
8

月
8

日
)
/

五
反
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
公
園
/

各

家
庭
の
不
用
品
(

古
着

、
子
供
服

、

食
器
等
)
を
安
価
で
/
岡
崎

a
(
3
8
8
0
)
0
6
8
6

☆
第
1
4
回
交
通
遺
児
毋
の
会
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
9
月
2
3
日
(
祝
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
/
渋
谷
東
急

東
横
店
2
階
/
物
品
(
食
料
品
、
日

用
雑
貨
、
文
具
、
手
芸
品
な
ど
)
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い
/
交
通
遺
児
母

の
会

〒
1
5
0渋谷
区
道
玄
坂
1
-
1
5
1
3

プ
リ
メ
ー
ラ
逎
玄
坂
4
2
3号

昔
(
3
4
6
1
)
6
8
4

☆
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
作
ろ
う
7

月
2
1

日
(
水
)
、
午
後
7
時
/
エ
ル
ーソ

フ
ィ
ア
/
足
立
の
健
康
な
未
来
を
願

っ
て
「子
供
た
ち
が
い
き
い
き
遊
ぶ

公
園
」が
で
き
る
ぷ
つ
皆
さ
ん
と
話

し
合
い
ま
す
/
自
由
参
加
/
直
接
会

場
へ
/
無
料
/
足
立
希
望
会
議
寺
山

昔
(
3
8
9
7
)
5
8
2
4
(
夜
間
)

☆
学
校
給
食
展
示
会
7
月
2
4
日
　

(
土
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
/
西

新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
ア
レ
ル
ギ

ー
の
実
態
お
よ
び
対
応

、
試
食
コ
ー

ナ

ー
ほ
か
/

無
料
/

千
寿
第
五
小
栄

黄
士
前
田

廿
(
3
8
8
7
)
8
8
9
1

掲
示
板

□
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校
・
1
0
月
入
校
生
募
集
7
月
5
日
～

2
0日
/
昼
間
部
・
:経
理
事
務
科
、

ト
レ
ー
ス
科

夜
間
部
・
:自
動
車
整

備
科
'

工
事
科
、
経
理
事
務
科
、

ト
レ
ー
ス
科
/
各
3
0人
/
訓
練
期
間

は
6
ヵ
月
間
/
都
立
足
立
高
等
職
業

技
術
専
門
校

き
(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

□
高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

高
校

生
/
テ
ー
マ
は
税
に
関
す
る
こ
と
/

人

―
綢
、3
千
字
以
内
/
9
月
1
0

日
ま
で
/
優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
/
足
立
税
務
署

?
5
6
1
6
)
2
7
2
2

西
新
井
税
務
署

一一
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
災
害
に
よ
り
被
客
を
受
け
た
と
き

は
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す

夏
か

ら
秋
に
か
け
て
は
、
台
風
や
長
雨
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
不
幸
に
し
て
災
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、
固

定
資
産
税
、
個
人
事
業
税
等
に
は
減

免
と
い
う
制
度
が
あ
口
季
歹
。
該
当

す
る
方
は
、
お
早
め
に
都
税
事
務
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。/足
立
都

税
事
務
所

-一
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1



1993 年( 平成5 年) 7 月15 日あ だ ち 広 報第1010 号 ( 4)

第15回

足立の花火大会
～足立区観光協会創立40周年記念～

● 7 月29日( 木) 午後7 時15 分～8 時45 分

荒天の場合は翌30日に順延

荒川河川敷 ( 千住新橋～西新井橋間)

当百
は
、
大
寶
筬
藏
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
観
覧
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

□
会
場
で
ご
覧
の
皆
さ
ん
へ

▽
立
入
禁
止
区
域
(
表
1
)
に
は
入
ら

な
い
で
ぐ
だ
さ
い

マ
千
住
新
橋
、
西
新
井
橋
上
か
ら
の
観

覧
は
禁
止
で
す

▽
会
場
に
は
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
自
転
車
に
よ
る
ご
来
場

は
ヽ
」遠
慮
く
だ
さ
い

▽
ゴ
ミ
は
所
定
の
場
所
に
捨
て
て
く
だ

さ
い

な
お
、
会
場
内
に
薯
察
、
消
防
の
本

部
、
救
護
所
を
設
け
て
い
求
す
。
緊
急

の
場
合
に
は
'
(
M
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、「
め
ぐ
り
あ
い
の
塔
」
(
千
住
側
と

梅
田
側
の
冫
カ
所
・
表
1
★
参
照
)
を

設
置
し
李
す
の
で
、
待
ち
合
わ
せ
等
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

▽
会
場
周
辺
の
道
路
(
表
2
黒
線
部
分
)

は
、
午
後
6
時
か
ら
終
了
予
定
の
1
　

時
3
0分
ま
で

、
自
動
車
は
通
行
禁
止

と
な
2

紊

▽
首
都
高
遠
中
央
環
状
線
千
住
新
橋
ラ

ン
プ
の
出
入
り
は
で
孝
ま
せ
ん
。
ま

た
、
千
住
新
橋
専
用
出
口
も
利
用
で

膏
豪
せ
ん
。

□
花
火
会
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

危
険
物
施
設
、
特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所

等
へ
防
災
シ
ー
ト
を
か
け
忝
な
ど
の
監

視
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
周
辺
の
企
一
・
営
業
所
の
皆
さ
ん
へ

花
火
を
美
し
く
見
る
た
め
に
、
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
の
消
灯
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
廖
す
。

問
先
=
足
立
区
観
光
協
会

(中
央
本
町
庁
舎
・
産
業
振
興
課
内
)

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

表1 立入禁止区域・観覧楊所等

表2交通規制案内(午後6時～午後9時30頃)

宿
泊
行
事
介
護

補
助
者
募
集

嫩
度
陣
害
者
の
介
護
補
助
者
を
募

集
し
奪
T
。
宿
泊
行
事
で
は
楽
し
い

企
画
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
程
1
8

月
2
4・
2
5日

場
所
=
水
元
青
年
の

家

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
1
8

歳
か
ら
4
0歳
位
ま
で
の
健
康
な
方

定
員
=
1
3人

柬
宿
泊
費
、
食
事
は

無
料
、
傷
害
保
険
付
き
。2
日
間
で
6

千
円
の
謝
礼
金
を
差
し
上
げ
ま

す
。

申
・
問
先
―
東
部
陣
筈
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

魯
(
5
6
8
2
)
～
7
0

情 報 コ ー ナ ー

東部
西部 障害福祉総合センター

障害に関する専門
相談を行っています
各センターでは、 理学療法士、

作業 療法士、言語療 法士、看護婦
等の専門スタッフ が、障書にかか
わ る様々な問題につい て相談を受
け 付け 、指導、訓練 、専門機関の
紹 介等を行っていま す。
リハビリ専門相談 脳 卒中 、事故 、
難病 などで身体が不自由 になっ
た 方のリハビ リ訓練 の相談

言語 馴練相談 脳卒中など でマヒ
性 楫音障害や失語症にな った方
の 言葉の訓練の相談
補装具 相談 短下肢装 具、杖や単
椅 子など の製作、修理 等の相談

自助具相 談 調理、更 衣、 入浴、
排 泄動作等をスム ーズに 行え る
ような 道具の紹介、 製作 相談

生活相 談 住宅 、進路、就労 、趣
味 活動等や福祉制度の活 用に つ
い ての 相談

健康相談 障害者の健康保持( 増

進) についての相談
各センターでは、一人ひとりの

状況に応じたリハビリ訓練も行っ
ています。また、通所訓練につい
ての相談も随時受け付けていま
す。
場・問先= 東部障害福祉総合セン
ター05682- 5370
西部障害福祉総合センター
113853- 0632
※ 国道4 号線( 日光街遭) の東側
および千住地区の方は東部障害福
祉総合センターへ、4 号線西側お
よび小台・新田・宮城地区の方は
西部障害福祉総合センターへお問
い合わせください。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

水上バスで行く

あ だちリバ ー
ウ オッ チング

日時=8月2j 1日( 火) 、午前1( X縟～
午後2時30分場所=千住曙町

船着場～岩淵水門～千住新橋～東
京港～千住( 解散) 対象=観光
協会会員および区 内在住の方 定
員=120 人程度( 抽 選) 費用= 観
光協会会員・・・1500 円、会員 外… 2, 000

円( いず れも 昼 食 付き、当

日現地支払) 申 込= 往復ハガキ
に希望者全員 の住所、氏 名。年齢、
電 話番号、会員 、会員外の別、「リ
バーウ ォッチン グ希望」と明 記( は
がき1 枚につき3 人まで申し込み
できます。返 信はがきの表にも住
所、氏名を必 ず記入のこと) ※
重複申し 込 みは、無効です。 期
限=7 月27 日消印有効( 8 月3 日、
午前10B* 中央 本町 庁 舎202会 議室
で公開抽選。結 果は返信用はがき
で通知) 申・問 先= 産業振興課
内観光協会リ バーウオッチング担
当 〒120 中 央本町1- 17- 1B3880

―5191

訂
正
と
お
わ
び
　あだち広報
E
X
P
7
/
1

号

「あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
7
月
1
日
号
」4
ペ
ー
ジ

地
図
中
、
2
ヵ
所
駅
の
記
載
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
左
図
の

通
り
訂
正
し
、
お
わ
び
し
零
y
。

郷土博物館

区民教養講座

日時=7月17日( 土) 、午後1BS30
分～午後4時30分場所=中央本
町センター内容=①戦国時代の
渕江中曽根城～中世武士武蔵千葉
氏の実像( 講師 郷土博物館学芸
員加増啓二) ②明治維新と神 社
(講師 川崎 市公文書館専門嘱 託
小泉雅弘氏) 定員=80 人( 先着
順) 費用= 無 料 申込= 当日会
場 で 午後1 時 から 受け 付 け 問
先= 郷土博物館
113620- 9393

夏休み体験
ボランティア募集

センターを利用している方と楽
しみながら介助や作業を体験する
ボランティア活動です。日時=
7月21日～8月6日、午前9時30
分～午後4時対象=区内在住の
中・高校生 申込= 電話 期限=7
月20日 場・申・問先= 西部障

害福祉総合センター
03853- 0632

第46回区民体育大会

□ 軟式野球大会
日時=9月5・12・19・26日、午
前8時30分( 5日のみ午前8時、
雨天順延)場所=西新井橋緑地、
五反野、千住新橋、高砂グラウン
ド対象=区内在住・在勤の18歳
以上( 16歳以上の動労青少年を含
む)の方で編成されたアマチュア
チーム内容=トーナメント方式
定員=128チーム(先着順)費
用=1チーム5, 000円申込=体
育協会事務局にある申込用紙に必
要事項を記入し、費用を添えて直
接窓口期限=7月26日～8月6
日 ※ 主将会議は8 月11日、午後7
時、産業振興館 申・問先= 体

育協会03882- 1111 ㈹
□ バスケットボール大会
日時=9月5日～10月3日、午前
9時 場所= 異本体育館ほか 対
象= 区内在住、在動、在学の方 内
容= トーナメント方式 費用=1

チー ム3, 000円 申 込= 体 育協 会
にあ る申込用紙に必要 事項を記入
し 連盟 事務局へ郵送 期限=8 月6
日必着 ※ 組合せは8 月9 日、

午 後7 時 、梅田センタ ー。 代表者
会議は8 月24日、午後7 時 、動労
福 祉会館 申・問 先= 連盟事務局 。
田島 寛治( 埼玉 製作所内) 〒121
西 保木間2- 2- 24
B3884 ―0391

「あだち広報」は再生紙を使用しています TI 240, 000


